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T y

H

田

學

舍

雜

誌

，‘
第

四

十

七

卷

、

第

三

.號

三
，八

5

.

.
三六)

て

、
'個

々

の

商

入

の

系

譜

等

は

是

非

追

わ

ね

ば

な

ら

ぬ

卯

臌

で

あ

っ

た

。

そ

の

ル

多

く

の

不

明

確

な

點

を

殘

し

て

、い

る

事

は

盖

す

る

靡
 

が

で

き

な

い

。

し

.か

し

、

史

料

の

缺

如

は

如

何

と

も

成

し

難

か

っ

た

'の

で

あ

る

。
‘
‘推

測

を

以

っ

て

補

わ

ね

ば

な

，
^

ぬ

事

の

餘

り

に

多

き

を
 

加

え

、

論

文

と

し

.て

は

1

だ

不

首

M .
な

も

の

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

が

、

選

ば

れ

た

村

の

少

く

と

も

大

掴

み

な

輪

亂

は

描

き

得

た

事

と

思
 

.
ぅ

パ

耍

約

す

れ

ば

次

の

如

く

で

あ

ん

。

-
'

 

,

' 

'
 

■ 

.

近

世

‘當

初

の

角

替

村

を

ま

ず

一

般

の

農

村

と

み

る

事

は

.間

違

い

あ

る

ま

い

。

し

か

し

江

戶

が

次

第

に

發

展

し

、

特

に

明

曆

以

後

、

寬

文
 

か

ら

一

兀

祿

に

か

け

て

武

士

の

移

住

が

行

わ

れ

、

彼

等

に

伴

っ

て

若

干

の

商

人

も

移

り

来

り

、

商

業

化

の

途

が

開

か

れ

た

。

他

方

農

業

生

產
 

の

面

で

は

消

费

地

注

戶

を

間

近

く

檻

え

、

畑

作

、

特

に

蔬

菜

類

や

若

干

の

商

品

作

物

が

盛

.
K
栽

培

さ

れ

る

讀

に

女

る

。
.
中

明

め

こ

の

村

0 . 

主

要

介

坐

業

は

む

し

' ^
こ

の

點

に

求

め

る

^

が

出

來

る

様

で

あ

る

。

し

か

し

由

沼

诗

代

に

お

け

る
 

ー}
瞼

的

.

^
商

業

繁

榮

は

こ

の

村

の

：都

市
 

化

を

決

定

的

に

^

1
：

付

け

、

近

隣

農

村

を

主

た

る

顧

客

と

す

る

_

の
：發

^ ,
が

見

ら

»

を

；£

1̂

ゥ
：
勿

餘

そ

め

‘間

に

ば

種

々

の

問

題

を

^ ' 

じ

っ

t

、

攻

第

に

事

實

上

、紅

戶

の

最

外

緣

と

し

て

都

市

的

な

機

能

を

持

っ

樣

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

1 >
;

か

1 .
:
變

化

：は

ー

腺

の

農

村

ぼ

出
 

ベ

れ

ば

比

較

に

な

ら

ぬ

程

大

き

か

っ

た

と

に

言

え

、

決

し

て

急

激

な

も

の

で

は

な

か

.っ

.た

0
.
そ

し

て

こ

の

_

な

都

肋

出

を

見

な

が

ら

% '
> 

そ

こ

に

出

て

來

る

商

業

は

小

«

的

な

- %
の

が

多

く

、

手

エ

業

生

產

の

殆

ん

ど

行

わ

れ

.な

か

づ

：
龙

事

を

，加

^ :
<

、

.
腐

業

資

本

と

し

.て

迄

.は

成
 

長

し

得

ず

、

江

戶

或

い

.は

盛

り

場

の

內

藤

新

宿

に

寄

生

す

る

と

い

っ

た

從

屬

亂

だ

も

め

に

終

；っ

ギ

1 >
ま

っ

た

。
、y

戶

の

：商

人

仲

間

べ

殆

ん
 

ど

抵

抗

の

跡

も

示

さ

ず

に

組

み

入

れ

ら

れ

て

行

っ

た

事

等

も

こ

の

様

な

從

屬

性

か

ら

來

る

.か

.も

知

れ

な

い

。

^

^

め

る

必

要

も

な

い

程

交

通

上

の

要

衝

を

占

め

た

事

も

、

商

業

發

達

の

有

力

な

一

條

件

を

形

成

し

.た

の

.と

陳

時

に

、

:̂
'
'

も

し

出

す

條

件

と

'4
«
な

つ

た

様

に

菏

え

ら

れ

る

。

し

か

し

、

何

れ

に

せ

ょ

、

制

度

的

に

は

江

戶

市

外

の

一

村

落

で

.あ

；り

、

事

實

近

世

當

初

に

梦

い

：
て

樣
 

と

努

え

ら

れ

.る

こ

の

村

が

、

時

代

と

共

に

實

質

的

に

は

江

’戸

の

一

翼

と

な

る

迄

'に

都

市

化

し

.、
；初

期

と

は

全

く

異

っ

.た

姿

に

.、

.
變

貌

し

て
 

行

く

過

程

に

、

限

#

內

で

あ

る

に

せ

ょ

、

江

戶

の

發

展

と

近

郊

村

の

對

應

と

い

ぅ

近

世

的

發

展

の

一

形

態

を

見

出

し

得

る

の

で

あ

る

。

村

落

聯

合

組

合

村

に

つ

い

で

——

武
藏
國
足
立
郡
染
谷
村
，

.

, 

'

島

.

崎

隆

夫

t

此

封

建

甘

會

の

村

落

は

、

中

世

蘭

時

代

を

通

じ

、

徐

々

に

形

成

さ

れ

、

そ

の

未

期

に

お

い

て

か

な

り

習

な

形

タ

取

り

有

め

た
 

r

郎

ー

知

る

い

は

「

村

」

と

呼

ば

れ

る

と

こ

ろ

の

自

治

的

活

動

を

行

つ

，た

典

•同

體

が

、

'
多

ぐ

の

政

治

的

諸

變

革

を

經

過

し

つ

'
つ

、

展

開

を
 

，み

二

R

成

さ

れ

て

來

た

も

の

^

^

つ

た

(

斤

- *
-
き

薩

的

秩

序

が

崩

壞

し

、

未

^

近̂

世

^ '
秩

序

が

完

■全

に

形

成

さ

^
■
得

な

か

つ

た

中

f

末

期

' 

よ

、
•
中

世

領

主

權

が

薄

弱

化

さ

れ

た

こ

と

に

よ

-つ

て

、

社

會

的

不

安

と

^

治

的

動

播

が

！̂

の

極

に

達

し

，

「

土

一 

挟

」

に

見

ら

れ

た

よ

う
 

な

尤

ず

し

い

變

舉

の

時

代

で

ぁ

つ

_た

が

、

か

か

る

時

代

に

お

い

て

、

衬

I
S

達

は

蘭

的

支

配

秩

序

に

對

し

て

批

判

を

加

ぇ

、

武

士

階

級

の
 

荒

酷

な

る

_

に

對

し

て

抵

抗

，し

Y

も

つ

て

、
‘
彼

等

の

社

會

•
義

生

活

を

_

_

の

畫

に

從

い

，

新

古

秩

序

の

下

に

營

ま

ん

と

す
 

る

欲

求

と

な

つ

て

現

れ

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

各

村

裕

民

達

は

、

舀

己

の

安

全

富

ら

保

つ

こ

と

を

餘

儀

な

く

せ

ら

れ

、

そ

れ

は

、

柯

め

て
 

自

然

に

、

一.

定

Q

地

域

を

_

し

て

、

■

防

衞

地

域

を

つ

.く

り

.、

い

わ

ば

自

爵

當

生

活

體

と

し

て

の

村

落

の

形

成

を

强

く

打

ち

出

し
 

.

^

^

自

治

的

傾

向

を

强

め

、

共

同

利

益

の

防

衛

と

維

持

を

許

る

と

い

う

方

向

が

取

ら

れ

た

美

に

、

村

落

間

，の

結

合

を

生

.み

^

村

落

f t
p

互

間

の

團

體

的

行

動

冷

可

能

な

ら

し

め

、

共

同

し

て

同

一

の

I

;

 

を

囊

せ

ん

.と

す

る

、

地

域

的

結

合

が

行

は

れ

璧

)

こ

の

.よ

う

な

中

世

末

の

村

落

は

、

多

く

の

政

治

的

、

社

會

的

、

お

•よ

び

終

濟

的

_

村
落
m
合

H

九

、

a

i

)

I

i

s

^

R

B

i

a

$

ji；

i ', j
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四
o

2

n

f

八)
を
經
っ
っ
、
近
世
的
姓
格
を
獲
得
し
。、
近
世
村
落
と
な

^

2
)？

：

 

•

.

,

薪
し
い
政
治
權
力
の
形
成
、
す
な
わ
ち
、
徳
川
封
難
支
配
の
成
立
が
み
ら
れ
る
に
本
よ
ん
で
、
德
川
幕
府
政
權
は
、
戎
長
し
っ
っ
あ
っ

 

た
村
落
柳
造•
’

機
能
を
破
壞
す
る
こ•と
な
く
、
必•
要
.

以
トr

の
干
涉
を
行
ぅ
こ
と
な
し
村
落_

造
を
把
握
し
っ.
っ
、
自
ら
C

JC

治
支
配 

の
最
下
！^

織

と

し

て

證
_

观
ぬ
:^
_

|

|

^

-
::
«

'

能
^'

街
應̂
:
-

滅
毋
じ
%
。滅 

.
寺
社
領
•

旗
本
領
. 

な
ど
の
私
領
の
下
部
組
織
と.し
.

て
村
落
を
編
成
し’
、
各
領
.に
代
官•
地
頭
等
の
役
人
を
し
て
、：
直
接
に
、
-

あ
る
い
は
大
總
代(

大
庄
屋)

あ 

1 ^
>

嫩
は
そ
れ
を
通
じ
、
各
利
落
に^
^

す
る
名
主
2

8

以
下Q

利
役
人
を
把
握
し
、.も
っ
て
、
村
民
の.
支
配
を
完
ぅ
し
た
の
で
，あ

0
.

 

て
、
か
办'
る
糨
造
を
通
じ
ー
て
、
領
主
は
自
ら
の
行
政
上
の
諸
命
令
を
下
部
に
俥
達
し
、
貢
租
其
他
の
諸
負
擔

.

を
.徵
收
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

 

そ
の
場
合
各
村
落
犯
お
い
て
は
、
村
在
住
の
利
役
人
を
把
握
し
、
村
落
の
自
治
的
活
動
を
利
用
し
、
村
落
各

^

の
賢
任
に
お
い
て
、
こ
 

れ
ら
の
仕
壤
の
實
施
、に
あ
た
ら
せ
た
。
こ
の
こ
と

(
I
、

.
幕
府
に
と
っ
て
、
村
落
は
、
第
一
に
'

貢
.

祖
負
f

力
、
第
ニ
に
治
安
維
持
に
關
：

 

し
、
極
め
て
重
要
み6*
1

思
義
を
有
し
て
.い
た
た
め'*-
^

府
が
村
雜
支
配
を
非
常
に
愼
重
に
行
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
'、
法
制
史
的
に
み
れ
ば
、

 

か
か
る
村
落
支
配
は
、1.

梢
■

識
的
領
茧
ル
課»
_

«

作
;'
:*

房
麵
奶
嗔
止
亦
欢
案
酿—

_

_

"'
_

觀
_

お
：い
：
_

定
を
み
た

 

系

，に

そ

く

し

て

行

わ

れ

.た

の

で

あ
り
、
一
一
は
中
世
末
以
來
急
速.に
.

宠
實
發
展.
を
み
へ
て.き
.

た
村
落
內
部
に
知
け'
る
慣
習
.

；に

基

き

定
X

て

:

來
た
種
.々

の
規
約
|

最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
村
法
-

-

-

-
に
そ
く
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

一
擧
に
上
よ
り
の
：法
支
配
の
み
に

.

よ
っ
て

.

の
ぞ
ん
だ
の
で
は
な
く
、

慕
府
は
村

_

谨

_

に
從
い

'
 

直

接

に

そ

れ

關

與

、

干
渉
ず
る

.

ご
と
な
< .

、
：
：そ
紀¥

用
し
て

1

了 

っ
た
。
こ
の
二
っ
の
支
配
の'

形
應
は
、.

ハ5 :

に
論
合
し
、：* ;

を
面
で
は̂

^

卖
配
| |

'

»

的
性
格
を

» ^

ぢ
^ '

し
ゥ
；あ
を
面
で
は
自
治
體A

性
格 

を
强
く
殘
存
し
な
が
ら
、
利

雜

支

慕

完

成

を

み
.

て
行

0

充
。
か
か
る±

配
の

.

仕
方
は
が
な.

か

成

功

を

み

た

の

で

あ

っ

て

、

侍

に

、

•'
.
幕

府 

完
成
期
以
向
、I

は
完
全
に
：分#

さ
れ
、'

'

農
民

_

分
的

.

に
固
定
化
さ
れ
政
治
的
撺
が
は

：

全
：ベ
霞|

階
紙

S

方
の
極

r

集
中
さ
れ
る.

‘

に
及
び
、
中
1 i
L

末
期
に
い
ち

ぢ

る

_
し

ぃ

昂

傲

を

^

た
^ :

の

卿

落

自

體

：の
' &

治

的

對

抗

カ

ば

全
'.
<

微
.

弱
と
，な

ヴ

、
'概

ね

平

穩

無

事

と

な

っ

て

. 

ゎ
.

っ'

た

。.

.

こ

め

推

移

上

相

ま

：っ
て
、
：幕

府

€ >

对
落
支
配
ぼ
、
封
建
構
難
の
長
期
間
に

.

ゎ̂

は
、
封
建
社
會
の
樺
造
的
矛
盾
：

&

深
化
と
，共
に
、

〉

*

逮
支

.

配
.

に
對
抗
し
、& '

ら
.

0

.

癣
放
を
求
あ
て
行
づ
た
百
姓1

.

揆̂

態
度
の
中
に
明
瞭
に
現
れ
て
來
た
と
こ
ろ
一
の
、
封
建
支
配
の
背
酷
な
る
搾
取
體
系
よ
か
村
落
を
保
持
し

'-
>
社
會
的
不
安
、
動
播
に
たい
す
 

る
#
察
力
の
：弱
體
化
よ
り'來
る
杯
落
の
治
安
維
持
を
妒
落.獨
S-
の
力
で
遂
行
せ
ん
と
す
石
、"
#落
自
治
：の
構
造
が
、
あ
る
程
度

9

自
主
性 

を
持
ち
な
が
ら
、
近̂

村
落
_
治
を
形
成
し
.て
い
た
.,
°
し
か
し
、
：.近
.世
村 

こ
と
は
申
す
ま
で
も
 

な
い
こ
と
で
あ
る
抑1
村
落
は
幕
政
が
宽
備
さ
れ
る
と
共
に
べ:«
次
、
：へ
武
虫
脣
の
政
治
的
支
配
を
通
じ.、「

#
主
の
完
き
監
督
卞
に
：お
か
 

れ
、
新
し
い
村
の
機
構
を
通̂

^
人
組
制
度
を
利
用
し
っ
っ
武
士
斷
級
の
^
配
的
意
圈
が
滲
透
し
ズ
行
っ
た
ノ
こ
の
ミ
と
は
ノ
村
落
の

 

內
部
構
造
に
、
相
互
に
枳
反
す
る_利
害
關
係
に
.立
づ
：社
會
隙
級
を
ふ
く
む̂

^̂

得
る
場
合
は
、.

村
落
が
全
體
と
し
て
結^

し
得
る
令
で
あ
る
が
ス
^

^

部
の
農
民
層
の
階
級
分
化
が
進
む
に
や
取
て
ヽ
ー
部
は
淋
の
支 

配
機
權
の
末
端
の
座
に
す
わ
り
、
村
の
支
配
者
の
側
に
立
っ
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
支
配
を
よ
り
容
舄
に
す
る
幾
此
を
课
し
#
た
こ
と
に 

ょ
っ
た
。

 

>

布
に
述
べ
た
ご
と
く
、

一
 

っ
の
地
緣
的
な
ま
と
ま
り
を
^

た
，地
緣
集
圑
と
し
て
形
成
さ
れ
て
來
た
近
世
村
落
は
、

村
落
內
部
に
お
い 

セ

、
-

結
合
-
b'、.
,他
材
落
に
樹
し
、「

自
村
を
區
別
す
る
.こ
と
に
X

っ
：r t
圑
結
を
强
化
し
、

■-
%

っ
て
、
村

落

自

治

を
. «

立

: L

:、
排
他
的
行
動
に
. 

出
で
^
と
す
る
一
方
向
を
有
し
て
お
り
、

い
わ
ば
、
村
落
の
求
心
的
團
給
力
と
も
い
い
ぅ
る
方
向
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ
ヴ
、
村
落
の
生
、
 

活
は
安
定
し
、
固
定
化
さ
れ
、
村
落
秩
序
が
維
持
さ
れ(

504

か
る
方
向
と
共
に
、.
村
落
が
.隣
接
諸
村
落
と
相
$

に

湘

提

携
. U

:、
聯
合
せ 

ん
と
ず
る
.方
向
が
强
く
作
用
し
てi

^
。

一)

村
落
相
互
に
共
通
の
利
害
，が
そ
こ
に
存
在
し
た
場
合
に
は
、
當
然
一
村
落
と
い
ぅ
地
緣
的
ひ
ろ 

が
り
を
越
え
て
、
他
村
落
と
の
聯
合
が
强
く
要
請
さ
れ
た
。
と
く
に
、
入
會
、
山
論
、
治
水
灌
漑
等
の
企
ハ
通
の
利
害
や
、
風
俗
、
風
紀
、

. 

農
村
秩
序
の
取
締
の
ご
と
く
、
'
よ
り
廣
範
圍
の
地
域
に
わ
た
る
事
項
に
關
し
て
は
、
村
落
相
互
の
聯
合
が
、
.そ
の
目
的
に
應
じ
て
、
形
成 

さ
れ
て
來
る
必
然
が
あ
‘
っ
た
。
‘
又
元
來
非
常
に
.封
'鎭
的
、
自
治
的
な
性
格
を
啦
っ
て
い
た
封
建
村
'落
は
、
德
川
時
代
の
推
移
と
典
に
>
都 

市
ハ
宿
場
、
街

霧

を

中

心
■と
.し
て
、

い
ち
ぢ
る
し
.

開
を
み
は
じ
め
た
商
1̂
貨
幣
髮
濟
の
發
達
に
よ
っ
て
、
.
村
落
の
封
鎖
性
が
破 

.

村
落
聯
合
|
組
合
村
に
っ
い
て 

\

 

- 

、
 

. 

四一

3

三
九)
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雷

^

看
雜
餘
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第
四
十
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箄
3
號
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因
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. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

、
 

：
.
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.

.

.
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.

.

.

. 

+

i.
.
. 

• 

. 

.
-
.
-
•
I
-
.
-
• 

- 

'
: 

.
•
:

-
域
せ
ち
れ
、
分
立
、
排
他
的
方
向
に
向
い
っ
っ
あ
づ
た
村
落
は
、
こ
こ
に
、
相
互
に
、
密
接
に
、
相
交
涉
す
る
度
合
を
瀕
繁
に
し
、
共
通

 

,

の
利
窖
の
場
と
しV

統Y

さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
も
超
因
し
て
、
村
落
は
舊
來
の
分
化
、
分
立
、
‘弧
立
の
办
向
を
否
定
し
、
商
品

•

貨
幣 

^-
が
に
從
0
て
1ィ
っ

た

す

办

わ

ち

商

品

：
貨
幣
經
濟
の
發
途
に
ム
っ
て
生
じ
て
來
た
襲
諸
現
象
は
、
そ
の
影
響
す
る
と
、こ
ろ
を
一

 

村
落
に
と
ど
め
る
，こ
と
を
せ
ず、
' ょ
り
廣
範
な
結
合
を
と
も
な
っ
亡
。

か
か
る
村
落
と
村
落
と
の
聯
合
は
、

早
く

4
中

.!«
:
末

期

の

社

會

 

,

的
、

政
治
的
不
安
動
描
期
に
、
村
落
自
己.防
衞
の
た
め
、一

村
落
を
こ
え
て
聯
合
せ
ん
と
す
る
動
き
を
示
し
た
こ
と
の
^

-
に
、
そ
め
萠
宇
. 

を
兑
出
し
う
.る
_の
で
本
る
が
、
、德
川
期
に.入
り
、*

^
£な
村
^

部̂
の
.观
立
、
：處
歡
オ
る
友
問
が
す
す
め
ら
れ
た
反
面
、
他
村
落
と
の 

横の
聯合
が、
强く
打ち
出さ
れた
。

.

、

 

,

.

で
ほ
、
村
落
は
如
何
な
る
場
合
に
聯
合
し
て
行
っ
た
か
、
村
落
の
聯
合
は
如
何
な
る
根
據
を
背
景
と
し
て
行
は
れ
た
か
。
村
落
相
互
を

 

' 

.
密
接
に
結
合
し
、
聯
合
に
ま
で
進
ま
せ
得
た
耍
因
は
多
種
多
様
で
あ
ろ
う
。
勿
論
決
し
て
單
ー
の
要
因
の
み
で
は
な
く
、

#:
：く
の
要
因
が
' 

,
混
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
，た
。
あ
る
い
は
最
初

 
一•目
的
の
，た
め
組
織
さ
れ
た
村
落
聯
合
が
、
他
の
目
的
の
た
め
に
.も
併
用
さ
れ
る
場
合
：
：

 

■ 

•
も
あ
-っ
た
。
-後
に
お
い
，て
、
棚
東
地
方
一
農
村
を
中
心
と
し
て
、
組
合
結
成
を
述
べ
る
場
合
に
、

い

v

っ
か
の
具
饋
例
を
示
.ず
で
あ
ろ
 

、

うが、今、濃
的
に

^
れ
を
み
る
■な
ら
ば
：、

(

»
讓

防

廣

«.
濟

^

«
錄
上
、ハ_

た
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
明̂
に
一
個
の
名
稱
に
っ
っ
み
得
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。

,

、，，.

ノ 

f。
，.各
々
の
'自
的
が
一
時
的
.の
も
の
^
あ
各
か
タ
、取
久
的
の
令
の̂
あ
^
か
^
從

^
^
'謝
村
落
§
«:
合
は
::
>特
殊
0-
目
的
-の
た
め
に
一
時
：

 

的
に
結
成
さ
れ
る
場
合
と
、
永
久
的
に
聯
合
す
る
場
合
と
が
あ
つ
た
。
後
荇
に
あ
つ
て
ば
、
、
各
村
落
に
た

i

し
て
、
永
久
に
か
く
こ
と
の
 

出
來
ぬ
耍II

を
中
心
と
し
■て
聯
合
を
み
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
村
落
存
續.上
か
く
こ
と
の
出
來
ぬ
聯
合
で
あ
っ•た
。
こ
の
■ょ
う
に
、
村
落 

>:
..

聯
合
は
、

一
時
卿
あ
る
い
は
永
久
的
に
結
減
寒
れ
た̂の
^
あ
爸
が
.
>̂:
«'
觀
龄
#;
爻
の
^
_を
：同
^

ぬ 

: 

っ
た
が
故
に
、
村
落
聯
合
は
同
時
に
幾
組
も
形
成
さ
れ
，、
村
落
は
そ
れ
ぞ
れ
の
聯
合
の
權
成
村
落
で
あ
っ
た
。

 

;

,

組
合
'

S

落
-

-

-
村
民
を
統
御
し
、
規
制
す
る
組
合
規
約
を
決
定
す
る
機
關
は
、
鞲
成
员
た
る
村
落
の
代
表
と
し
て
の
名
主

(

庄
厘)

に
よ

っ
て
っ
く
ら
れ
る「

潘
合」

で
ぁ
っ
て
、̂

合
に
お
け
る
合
謠
で^-
っ

た
.°

合
議
に
上
り̂

淀
を
み
1.

組
合
規̂

は

f'

表
v

Ht(

ブ
ま 

•

合
で
ぁ
っ
た
場
合
に
は
、
想
代
名
主
、
大
秦
仪
名
0

も
と
5

の
名
に
4

つ
て
、
各
組
合
村
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
'

の
よ
う
に
し
て
組
合
規
約
は、
• 

潘
合
.

1

加
し
た
各
村
落
の
代
表f

よ
り
.

決
定
、
公.
布
さ
れ
て
、
摄

人

を
通y

て
村
落
；

一

■村
民
に
た
い
む
て
規
制
力
を
も
っ
て
い
 

た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
ニ
村
落
に
お
い
て
、

村
法
に
遠
反
し
た
村
民

.

を
罰
す
る
に
逍
放
、

村
八
分
、
財
物
沒
收
、
雙

及

禁

愼

、

 

體
罰
と
暴
行
、
見
懲
し
と
賤
役
賦
課
、
諷
刺
的
制
栽
、
陳
謝
、
，商
罵
と
蔭
口
等
の
製
手
段
を
有
し
て

'

い
た
.場
合
と
異
り

(

制
裁
手
段
を 

充
分
に
持
っ
て
お
ら
ず
、

j

飾
訟
其
他
に
よ
る
以
外
な
い
村
落
相
互
め
場
合
に
は
、
非
常
に
弱
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え

.

な
'

い
。
.遠
反
し
た

 

に
ヒ

い
し
て
は
、■
よ
り上
辍
の
支
配
敎.
の
力
.

に
よ
ら
ざ
る.
を
え
ず
、
こ
の
點
、.そ
.

の
自
治
的
性
格
も
は
る.か
に
微
弱.
で
ぁ
り
、
限
界 

を
有
し
て
い

た

。
こ
の
よ
-

う
に
組
鑫
定̂—

組
合
村
の
沾'
っ
て
い
た
自
治
的
性
格
は
、
領
主
の
支
配
に
っ
っ
ま

れ

、
領
生
丨
農
民
の 

上
下
支
配
關
隊
の
法
體
系
の
中
に吸
收
さ
れ
て
、
主
と
し
て
、
領
主
の
；命
令
傳
達
，機
顧
、
命
令
實
行
監
督
機
關
と
い
う
佛
面
を
强
く
打
ち

 

出
し
て
來
た
結
果
と
な
つ
た
。

 

.

•
 

,

6

一)

淸
水
三
男
著r

キ
世
の
村
落」

.

特
に
璧
章
莊
圍
文
書
に
現
k
た
村
第
四
章
鄕
を
參
照
。
.「

信
長
、
秀
吉
の
村
落
带
の
由
來
す
る
所
は
室
m 

時
代
，の「

村」

'
.
.
で
.あ
る
と
.共
に
、
.
.

r

鄕」
で
.'

あ
：
つ

た

こ

(：一

ニ
；

J:

頁)

.
-
. 

,
:

(

往
ニ)

前
田
芷
涂
編
著r

日
本
近
世
村
法
の
研
究
'

1

本
論
、
序
說
を
參
照
。
： 

.

-

 

(

璧

)

中
世
末
に
お
け
る
村
落
群
の
形
成
に
關
し
て
は
、
三
信
國
境
の
村
落
群
に
基
き
、
研
f

發
表
さ
れ
た
、
竹
內
利
美
著「

中
世
末
に
於
け
る
村 

落
の
形
f

そ
の
展
開」

を
參
照
"
.又
、
小
野
武
夫
著「

日
本
庄
園
制
史
論J

第
九
章「

農
村
に
，於
け
る
自
治
制
の
萠
芽』

.を
も
參
照
。

(

独
四)

中
世
的
村
落
が
、
近
世
的
性
格
を
獲
得
し
つ
つ
、
近
世
の
村
落
へ
の
展
開
を
み
1た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
牧
健
ニ
氏
の
諸
論
文 

，例
え
ばr

我
國
近
世
村
落
國
體
の
起
源」

(

法
學
論
叢
卷
三
四
、
六
號)

'等
を
參
照
。

一

‘ 

d

)

野
村
兼
沐
郎
蓊
寂
明
細
帳
の
研
究」

第
一
章「

货

時

代

.の
村
落」

四
貞
。

1

• 

• 

‘ 

ハ
曲
六)

'
前
田
芷
治
_
著

「

日
本
钷
世
村
法
の
硏
究」

四
頁 

‘

-

.

‘

 

村
落
聯
合I
組

合

が§

s

.て

.

.

.

'
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ら
い
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•
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四
^
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5
四
ニ)

、(

独
七)

為
村̂

太
I

著T
’

射
明

>

細
帳
の
铆
究」

，'

量

以

下

• 

'

(
我
八)

前

田

茈

治

馨「

日
本
近
世
村
法
の
，研
究

」

I

 j

置

論

、
、第

一

章

.「

村
法
の
意
義」

七
頁
以
下
參
照
。

.

(

独
九)

野
村
維
太
郎
ぎ
菇
明
細
帳
の
研
究
卜
七
貢
。

 

■

 

'

S
 

5

)

'S

ニ

)

小
身
武
夫
著r

日
本
#.

落
史
敗
說」

I

三
三
頁
以
下
參
照
。
‘

.

，
.

' 

f

i

r

l)
同
、
二
三
五
页
以
下
參
照
。

，

 

.、
 

.

.

 

.

-

-

.. 

- 

- 
ノ 

-

、
.
 

. ■ 

. 

.

ノ
-

ぐ
 

-
.
.

,

.

 

-

-
 

■ 

* 
•: 

-ン;'
■
:
.
.
 

.

U

,

利
落
の
聯
合—

組
合
村
の
形
成
と(

認
自
治
的
性
格
の一:

端
を
槪
括
的
に
考
察
し
て
來
た
わ
れ
わ
れ
は
、.具
體
的
史
料
を「

武
歲
國 

•足
立
郡
染
谷
村」

お
ょ
びr

新
染
谷
村」

を
そ
の
耩
減
村
落
と
し
、
こ
の.地
方
_

_

,を
み
る
彦
っ
た
、
«:
凝

^

用
水
路
拾
一
一

一

ぷ

組

合

，'
■
川

薯

識

合

、
鐘

川
■

編

堤

_
海

。大
W
宿
■

顧
合
の
姐
格
に
っ
い
て
、
書

、
.

：こ
：れ_

諸

の

：組

っ

い

て
#

敬

ぅ

言

は̂
 

. 

ぇ
ら
木
る
組
合
に̂

い
；て
、

M

 

と
.し 
S

 

察
し
：
■

• ?
c

:

i

o
 . 

-

 

:.
r

'

:

.

'

:

K
 

•

封
雜
|

に
お
レ
て
は
、: *
業
が̂

本

的

：屢

業

望

り

、
：.農

業

っ

た

•自
然
的
諸
條
彿
:;
^

^
へ
•
河
、"
、
#
落
.に
た
.か
し
、
#
;^
に
.多
.

X

の
影
#-
.力
，を
も
，ち
、.そ
の
®
大
な
る
破
壌
力
が
し
ば
し
ば
村

落
に
災
奮
與
奮

る
.

I

な
地
方
に
あ
宅
は
、
：
®<
し

基

分

麄

御

出

來

場̂

^

農
«-
生
產
の
.維
持
.發
藏
を
な
し
ぅ

る)

'こ
の
.河
川
の
自
然
的
！̂
翁
神
^
克
船
す
る
と
と
が
免
各
衬
落
に
と
ダ
て
、̂

^

る
か
に
越
ぇ
た
大
な
含
を
必
要
層
す
る
の
で
あ'つ
て
、.：自
然
的
災
管
裏
同
■

と
.い
ざ

：為

^̂

典

同

防

衞

の

た

め

，
の

村

落

の

.

聯
ム
ロ
は
、
、
か

か

.

る
；
地

方

に
^

^

 ̂

.

 

■
; 

鑛

川

、
新
綾
瀬
川
、
，傅
右
川
、

I

、
新
芝
川
、
見
沼
代
用
水
等
の
河
川
が
貫
流
し
丈
い

I

.

み
I

は
、

' 

年
々
f

の
洪
水
こ
ょ

, '  }  -  i A  .
•で.\.ク-ニ,，.'.ふ.，•.:1 し V 1•* ベくズ.ぐい..’ : : : ' レり..:ら . :パへV.'.:V 'ベ,.4.'.:、..;，

叙 ;.规 ; ) づノ9 ゾ.:ポ :.,リ...’’ギ、':パ 'ニ’
龄 :二ず、::入::た : げ ■ ‘ン V : ，: パ' バ 
勞 碎 滅 々 ，- マ,.':.:：.•-.■-； : へ . ; . .で :、.:,...: ；

：：•■■■-■'- v '■  ̂ ‘へ. - . . . ，へ ' : . : : ' 、：-

り
多
く
の
被
辔
を
ぅ
け
：て
い
：た
：？
そ
こ.で
、
'本
地
.方
の
衬
-m
聯
合
4

組
合
は
ま
爹
治
氷
'*
漑
を
中
^

と
し
て
本
地
方
に
ど
力
重
要^

-

も

の
.

は
，「

見
箱
代
用
水̂

通

り

の「

无
.

久
保

«

水̂

で.

あ̂

し
て
拾
一
一
一
ヶ
射
組
合
が

 

っ
く
ら
れ
て
いf

° e

こ
の
組
合
は
主
と
し
て
天
久
保
用
水
路
の
維
持
、

k

樋
■

. €
»

修
築
：、

i

持

を

目

的

と

ん

て

：
い

る

も

の

で

、

っ
て

、

^

.

 

久
保
用
水
の
玖
樋
は
、
# -

:

保

：十
一
一

-

一
申
年
へ
：

(

ニ
七

'
■

修
毅
が
行
わ
れ
た
。
、修
築
の—
模

._經
費

.

_

負
衡
の
方
法
等^

、ベ
候
築
_
%『

獬
淮
用
集」

修
築
费
用
は
、
各
耝
べ
截
の
御
料
ぃ

_

料
办
，高« -

を
%

っ,

な
さ
狀
允
い.

把
:'
0

風

冰

猶

_

持

の

淡
丁
場
ゼ
組
合
村
に
割
當
て
て
行
っ1
-°
5
例
へ
ば
川
^ '
2

例
を
天
保
八
年(

A-
奢
 > 
に
^
れ
ば
.、
太
许
凍
筋
引
合^
り
進
1

ま
ヤ 

用
水
堀
淡
長
百
六
拾
間
、.

均̂
橫
九
^
、
深

！̂
^
五
^
©.
坪
1'
-
八
拾
坪
め
.廣

.^
人
足
.苗
«-
拾
人
.
<
;
低
浚
一
'5
1人)

>
往
遺
^
よ
り
:^
們
凍
她
：
 

內
迄
、
用
水
堀
淡
長_

セ
百
ニ
間
、
盂

橫

セ

尺

、
深
五
尺
の
坪̂

ー
百
六
士
ー
坪
七
合
の
浚
に
人
足*
雾

拾

通

遽

:©
域
5
.

1

人)

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
惣
代
で
あ
る
新
染
谷
村
の
，負
擔
於
除
か
れ
、
十
こ
ヶ
村
に
割
合
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意

を
要
す
る
。
 

，

,
 

‘

i'
六)

綾
瀨
Jf
f
の
藻
^
を
自
的
と
し
て
、
：̂

%
み
た
足
立
郡
、
埼
玉
郡
村
々
七
拾
八
ヶ
村

「

綾
_
.川
藻
对
姐
合」

の
總
勤
高
は
ニ
ニ
ハ
^
一

 
五

七̂

i

 

二
斗
で
あ
っ
て
、
上
は
上
瓦
葺
村
掛
ヶ
«

井
下
よ
り
、
下
は
戶
塚
村
上
新
田
地
內
に
至
る

 

一
一
、

H

ハ
〇
間
の
地
域
の
藻
对
を
受
格
 

っ
た
。
藻̂

0

實
施
が
、
年
々
夏
三
囘
宛
行
わ
れ
、，
藻
对
丁
場
は
勤
髙
百
石
に
仗
五
拾
間
三
坌
ハ
處
七
毛
驚
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
を

 

定
め
、

-
(

そ
.

の̂
!

合
、
御
吟
味
役
人
が
出
頭
し
、
川
通
村
々
が
立
#

、
川
丈
を
調
杏
し
、
村
高
に
應
じ
て
、
甲
乙
な
く
、
上
流
よ

P

順
を
追
っ
て
位
置
を
足.
 

め
、
丁
揚
坑
を
立
て
る

)

、
各
組
合
村
に
そ
の
丁
場
を
請
負
は
.

せ
た
。
そ
の
割
當
て
ら
れ
た
丁
場
を
確
賞
に
藻
对
す
る
こ

.

と
が
要
求
さ
れ
た
。. 

丫
場
‘

杭
が
破
壤
さ
れ
た
咏
、

一
村
の
み
に
て
處
置
せ
ず
、

上
下
丁
場
兩
村
立
會
の
上
、

元
の
通
り
に
丁
場
杭
を
打
ち
直
す
こ
^
を
命
じ

 

て
、
丁
場
爭
の
な
き
よ
ぅ
法
意
し
て
い
る
。

こ
の
藻
莉
粗
合
の
管
理
は
、

洛
ー
年
七
ヶ

’

村
よ
ゲ
な
る「

年
鞒
制」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
 

特
に
、■
年
番
f

e

し

て

低

、

議

の

議

定

を

嚴

密

に

守

，り

、

’

每
夏
三
度
の
藻
邓
を
監
督
す
る.の
み
な
ら
ず
、
年
费
勤
務
中
の
諸
入
用
を
節

. 
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f
-
r

 •

,•#
落
聯
合—

組
合
村
化
っ
ャ
て
，• 
•，，
 

.

.

. 

; 

• 

•

;

、

.

、

四

五(

一
十
四
三

)



,

,

r

l

s

y 

雜 

f

 第M

 
十
七
卷
.第

彐

璘

V
 

;
■ 

r 

,

,
•
、

.'
:

,■
、

‘ 

.；

© :
六 
‘

£

四 

S
 

,

•

約

し

、
無

益©.
出

鹰

な

き

よ

ぅ

姹

意

が

輿

え

ら

れ

て

い

る

,0

諸
賢
用
は
組
合1

勤
高
‘

忙

應
.1
:

て
，定
め&

れ
た
。
年
赉
は
役
人
の
丁
場
案
內
 

に
任
じ
た
。
役
人
の
來
場
の
数
用
に
關
し
て
、

r

一
 

'
御
普
請
役
様
御
上
下
ニ人
御
一
泊
、

il
t

料
錢 
一m '

文
、
外
水
夫
人

足〗

一
人
此
貨
四
.

 

瓦
文
、
ニ
？
同
御
上
下
御
兩
人
御
少
休
、
同
料
、
錢
ー

r

u

)

と
細
い
規
定.
を
な
し
て
い
たo

臨
，時

の

請

费

用

は

相

談

に

よ

り

決

奢

れ

 

た
。
か
か
る
廣
对
は
肢
接
河
川
を
‘

治
め
、
洪
水
の
啟
響
を
ざ
け
る
た
め
、
村
々
に
^'

っ
て
必
要
缺
く
こ
と
の
出
來
ぬ
仕
事
で
あ
り
，、
そ
の

 

'

仕
翦
が
組
合
村
の
共
同
作
業
に
ま
か
さ
れ
て
V

た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
は
强
カ
な
統
制
を
行
ぅ
こ
と
に
努
力
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ

 

，た
が
、
し
か
し
組
合
利
の
中
欠
は
、
上
流
で
^

る
と
か
、
直
接
に
河
川*±
り
の
爲
響
の
無
い
村
々
に
と
っ
て
は
、
-

藻̂
*

の
負
擒
は
必
ず
し. 

も
輕
置
の
無
い
と
こ'
ろ
よ
り
扭
否
す
る
態
度
にin
る
こ
と
が
度
々
起
つ
て
い
？
T

°.
.

,

直
接
水
防——

堤
をH

E

的
と
し
て
、
*

絞
溯
川
堤
の
修
蘼̂
攀
持
め
允.
め
の
、
よ
り
外
地
域
の
組
合
が
、，
瀨
瀨
川
除
五
ケ
村
堤
，

l

M

)

c

大 

2：

宿
、
下
野£
村
、
高
畑
村
、，
上
野

E

枕
、
染
谷
村
、
と.の
總
高
千
八
西
ニ'
ナ
四
石‘
ニ
斗
吗
升
五
佘
芄
勺

)

が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、、，わ
文 

地
1

兀
の
堤
の
維
持
を
行
ぅ
姐
合
で
あ
っ
て
、
か
か
る
耝
合
は
、
上
流
よ
り
卞
流
に
わ
た
り
、
數
多
く
組
織
さ
れ
て
い
た
，。
主
と
し
て
、
.川

 

堤
の
小
規
模
破
壞
の
修
築
、
維
特
を
、
組
合
は
®

#

:

請

で

行

っ

て

い

た

、の

で

あ

っ

た

が

、
よ

り

大

な

，る

陂

壞

の

場

合

に

は

、
か

か

る

小

組

合

 

の
力
の
限
界
を
越
え
、
御
入
用
普
請
欠
中
出
.

て
い
た
。1
例
へ
ば
、
文
政
七
，年2'
<

1

1

^

^

於
洪
水
に
よ
る
川
堤
め
破
壞
は
、
總
人
夫
七

 

干
三
沿
六
人
四
分
、
材
木
典
の
他
の
资
材
'#
.

贽
；を
必
耍
と
し•
た
，場
合
r

あ
っ
て
は
、
五
ケ
村
組
合
を
ど
え
て
、
近
在
の
高
Ml

、
代
山
、
中 

»

田
、
辻
、

大
崎
、

玄
蕃
新
田
等
の
各
村
に
も
そ
伙
負
嬪
の
一
部
の
割
當
が
行
比
れ
允
。

叉
、
同
年
十
月
の
大
洪
水
に
よ
る
堤

%

n

 

は
、
五
ケ
村
堤
と
そ
の
隣
接
め
膝
子
村
を
:%

ふ
く
め
て
起
っ
た
た
め
に"

こ
，の.
六
ケ
村
が̂

同
し
て
へ
修
築
に
努
力
し
て*い
た
。

.

惡
水
落
に
關
し
て
の
紛
举
も
度
々
起
っ
ち
。
そ
の
紛
爭
に
た
い
し
、
利
寄
を
共
に
す
る
村
落
は
互
に
組
合
を
っ
く
っ
た
。
傅
右
川
を
中

 

心
と
し
、
痕
接
的
利
寄
關’係
に
あ
る
染
ハ
合
村
，と
上
野
田
村
は
、
傳
右il
l
悪
水
落
に
關
し
て
.小
組
合
を
形
成
しV

い
た
。
と
く
に
、
度
々
趑
 

っ
て
來
た
卞
流
高
畑
村
と
の
間
の

r

惡
水
落」

に
關
す
る
紛
爭
が
、
前
述
の'五
ケ
^1
堤
組
合
に
凇
い
て
は
典
同
し
て
防
衛
に
あ
た
っ
て
い

 

た
高
畑
村
に
，對
し
て
ニ
ケ
村
の
利
裨
の
結
び
っ
き
を
鹜
固
に
し
た
。
ち
氷
八
ハ
ヰ

.
(

一
七
七
九)

、
天
明
三
年(

ー
七
八
5
.の
惡
水
落
紛
举
に

パiff
■f
T
V
/
J
-i

.'f
.
c
f
J
f
h
'
i
m
r
-
h
.-

fi 

J

4 

v
r

岛

n
k
'-
.J

み
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、、
共
に
、
下

流

觀
'

村
地
內
に
あ
る
惡
水
落
に
柳
邦
他
の
雜
木
を
川
際
に
植
え
、
橋
を
が
け
、
杭
を
あ
ら
た

 

に
打
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
惡
水
落
.

に
さ
し
つ
か
え
、.そ
の
結
.

^

、
よ
り
低
地
に
：
^

る
上
流Q

ニ
"

^

村
が
出1 

訴
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
入
內
 

濟
に
て
相
五
に
約
定
を
結
び
終
了
を
み
，た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
以
後
も
度
々

M

心
水
落
に
關
し
て
紛
爭
を
起
し
、
そ
の
度
钻
に
、
•
組
合

を
結
び
、
目
的
達
成
の
た
め
協
力
し
允
。

 

' 

.

河
川
を
治
む
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
利
落
と
村
落
と
の
紐
合
を
通
じ
、
治
水
を
売
全
に
し
、
灌
槪
を
便
に
し
、
以
つ
て
農
業
生
#
を

 

維
持
、
發
展
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
封
^

支
配̂

の
基
盤
を
安
全
强
化
す
る
こ
と
が
、
企
圖
セ
れ
た
。
い
わ
ば
、
か
か
る
目
^
の
た

 

め
に
、
廣
く
村
落
と
村
ぎ
と
の
聯
合
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

バ
驻1

.
)

，
武
藏
國
足
立
都
染
#
村
お
.よ
び
新
染
.谷
村
の
諸
史
料
は
'-
現
在
慶
應
義
塾
大
學
經
濟
學
部
に
.保
管
さ
れ
て
い
る
、
野
村
蒹
太
郞
氏
所
藏
に
か
力 

る
。
兩
札
に
つ
い
て
の
事
情
は
、
醤

锻

太

郎

氏

の
-

「

村
明
細
帳
.0
硏
究」

に
.收
錄
さ4

‘て
ぃ

る

「

武
藏
S

•立
郡
染
谷
利
明
細
帳」

(

資

料

惹 

.
§
>
”
#
よ
び
.
.

「

武
歲
國
足
立
郡
新
染
.谷
村
S

 

新
！

I
.

武
藏
風
土
記 

■:.,

稿
に
は「

染
谷
村
は
江
.戶
よ
り
，八
秦
を
屬
つ
、
.民
戶
四
十
、'
東
，は
：加
田
崖
新
甶
に
隣
リ
、
.南
は
^

柳
村
及
び
加
田
崖
新
田
に
し
て
.
西
は
御
倉
•
日 

岡

•
策

の

一

一
一
村
に
接
し
、
S

大
谷
村
な
®
'、
裏

‘

一

一

一

十
町
、
南
北
六
七
町
、
天
水
を
湛
て
用
水
と
す」

©

5
あ
リ
、

「

霞

益

は

莉

中

染
 

谷
村
の
攝
發
せ
し
か
ば
、
新
の
字
を
冠
ら
，せ
て
唱
ヘ
リ
美
、U

戸
よ
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天久保用水路拾三ケ村組合高铧上帳

新染.谷杖 

寺 山 村  

辻 村  

大 崎 村  

大 門 宿  

‘玄藩渐田 

北 原 村  

笹久保新田 

m-久保村  

横 .根. V村 . 
上野田村  

高 畑 村  

下野闲村  

合 計  

( 御 料  

\浮A .領 _

1829 1 8  3 0 1845

文 政 1 2 年 文 政 1 3 苹 弘 化 2 年

石
126.7522

石 石 氺
, '126.7522 (101.199 )

町*  *
14.4521

石
126.7522

207,4040 207.4040 ( 1 5 0 . 8 2 1 ) 21.4808 207.4040
271.4600 -271.4600 (  54.0550 ) 5.6403 271.4600
229.4580 229.4530 ( 1 0 . 5 8 4 7  ) 1.4024 229.4530

1,187.7580 1,137.7530 (  377,624 ) 47.4815 1,137.7580
281.5520 281,5520 ( 176.0360 ) 16.6500 281.6520
49,4470 49.4470, (  2f6.716 ) 8.7807 49,4470

409.2470 ; 426.3270 ( 278.05318) 36.5613 426.3270
488.2740 493.0370 ( 1 2 . 5 0 1 0  ) 1.2514 493.0370

、285.8070 480.2860 (127.5510 ) 12.5000 480.2860
100.1780 100.1780 (  68.9010 ) 13.7808 100.1780

、187.4620 187.4620 (137.570 ) 14.7302 187.4620
172.0000 172.0000) 88.59784) 9.8928 172.0000

3,844備  2 4,1631112(1,6X0.2264 ) 49.9.5821 4,163.1112
3,873.5972 も 621.9172 3,621.9192
5,71.1920 541.1920 541.1920

文政12丑 年 正 月 天 久 保 ；]〗水路拾乒ヶ村高鄯上帳 

文政13年寅年正月天久保用水路耝合拾三ヶ村高帳 

弘化2 平巳10月天久保用水组合惣高菩上帳 

* 村高屮田地の石高を示す。

料同上の面溃を示す。
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.村 

笹

久

保

村 

寺

山

..村 

笹
久
保
新
.田 

高
'
畑

村
 

尾

ヶ

崎

杖 

'代 
' 

山

村 

-

中

野

田

村 

■玄
-

■
.
.村

，
 

社

'

■

村 

馬
ク
崎
新
田 

大

崎

村
 

T
.野
'田
村
. 

.北

.

.原

_
村
' 

鈞

_キ

村

'(

註七
)

： .「

綾
瀨
川
組
合
議
定
連
01
:
帳」

：
文
政
十
ー
ー1寅
年
十
月
'

.

'̂.
:

こ

.

.

1

.

.

(

鞋
八)

:
规
へ
ば
、
武
藏
國
蔥
.钸
郡
樋
籠
村
-.
.
-
'

(

三
_

 ̂

わ
た
し
は
芘
內 

.
古
川
、
古
利
极
川
土
.流
地
帶
の
外
.野
桥
外
ー1.

十.
1

ク
村
が
、
■
■惡
水
落
に
關
す
る
利
害
關
保
め
少
い
こ
と
本
り
，
藻
对
に
反
對
し
、.
粉
爭
を
起
し
た
事 

件
を
の
べ
て
お
い
た(

ニ
九
页)

。

,
 

.

(

驻
九)

「

ま
胄
除
五
ク
村
堤
御
普
請
御
願
ヶ
取
付
_」

享
保
ニ
*

ヸ

八

月

，

村
落
聯
合
I
姐
合
村
に
つ
い
て
' 

〜

 

、

五一 

0
1

西
九)

I I "
零 '
峰
補 r



三e

學
會
雜
餽
第
四
十
七
卷
第

n

一
號
9

‘ 

五ニ 

(

ニ五〇

)

(
註
一
〇)

「

五
ヶ
村
組
合
&
齊
請
.出

來

形

帳」

，
文

政

七

申

年

三

月

.

.

.

.
、
：

 

1 

(

註 

一
3

ゝ
5

:
ヶ
#

組
^
拌
膝
子
村
堤
ヶ
所
附
螯
上
8

女
政
ゼ
申
年
十
爿 

：

(

往

1
1

一
ン
傅
右
川
に
'關
す
る
-1
諸
^

用
帳
.一
.
.類
と
：典

に

、

ど

こ

で

染

谷

杖

，、
，

.
上
録
田
村
.

故̂
畑
林
ど
の
.間
の
枋
爭
に
關
す
る「

差
上
中
ニ
：札
之
.箏」 

.

.

(

安
永
/\
$

,
及
.ぴ

(

天
明
！ー
一
年)

.
と
陆
樣
な
事
件
が
再
度
起
き
で
ぃ
2>
:
:が
，
こ
4
£>
'
が

參

照

さ

れ

ぢ

:;
.

,

.

幂
末
に
及
ぶ
忆
從
つ
て
商
品
：
-.

貨
幣
經
濟
の
進
展
、
農
村
へ'の
滲
透
を
契
機
一
と
し
て
、
'

「

江
戶
に
集
中
す
る
五
，街
道
の
宿
驛
を
中
心
と

 

し
て̂
f

ら
故
る
農
業.
の
餘
贩
の
煮
賣
商
的
な
商
業
化
や
、
旃
本
領
代
，

{

目
所
領
の
：貢

租

の

誅

求

,*
•
■

宿

驛

の

助

鄕

離

役

の

壓

迫

に

.よ

る

沒

落

農

 

家

が

、
：
贺

に

村

內

に

成

立

し

.

て.
質

屋

：、
酒

屋

、
.
穀

物

商

等

の

高

 

封
歡
的
社
會
權
造
を
 

動
搖
せ
し
め̂

傾
向
が
著
：し
く
欢
つ'^
。
そ
こ
.

で
、:
か
.

が

る

傾

；向

ぇ

：の
：

'#
1

策̂

五
：人

組

制

度

を

通

じ

ヽ

.封

建

農

村

秩

序

の

固

定

化

 

が
圖
ら
れ'
た
の
.

み
で
な
く
、
腐X

村
落
自
治
の
制
度̂

つ
.

つ
み
、.
一
村
落.
に
.

お
け
る
諸
.々

な
る
村
法
形
式
を
通
じ
、.あ
る
い
は
、
組
合
村
 

の
議
定̂

通
惠
て
、_

々
固
定
化
策
が
試
み6;
れ
'

た
。'
脫

農

民

化

の

：
み

で

^

く
、
.

諸
商
品
.

の
生
產
、
移
動
、.物
價
、

.

根

場

、
.
勞

賃

の

諸

經

 

濟

現

象

：が

、

"

直

ち̂

農

民

生

活

に

影

響

し

、

治

政

敦

，に

と

^

^

極

め

て

緊

急

事

：で
あ
つ
：た

が

敌

^

、そ一商的な制限

V

.
禁
汜
を
も 

つ
て
し
て
は
、
；充
分
な
る
效
通
を
生
み
得
欢
か
ほ
ど
、

'

そ
：の.
重
要
懷
を.
增
加
上
て
來
だ
と
こ
：ろ
よ
り
、
:.
-

經
濟
現
象
を
統
制
す
谷
必}
^

を
.生 

じ
た
。
か
か
名
經
濟
統
制
は
、
、
た
だ
単
に
.

一
，
村

落

內

部

の

み

で

は

.

不

充

分.で
あ.
つ
て.
、
：.當

然

：、

よ

り

多

く

の

數

>

村
聯
合
に
よ
るI

約
と 

し
て
,

實
*

;*
^

ら
れ
.

て
、
本
來.
の
目
的
に
そ
い}

石
も
の
：で
あ
つ
％
:-

め
A
J

と
は
、.
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
封
鐵
的
な
封
建
村
落
が

 

商
品
貨
幣
經
濟€>
發
達
に
つ
れ
て
、
：封
鐵
性
を
破
瓌
：さ
れ
、
；村
落
が

*

真

に

紀

接

ぬ

結

合

：し

、
共
通
：
の

場

に

^

^

^

か̂

經

濟

規

雾

展

開

は

、
卓

に

領

主

侧

よ

ゥ

す

る

：
ー
片

'0

命
令
|

强
制
に
依
々
て
は
、
充
分
ぞ
め
效
果
を
あ
げ
ぇ
ぬ
も
の
で
あ
つ

 

:
*:
:

が
故
:^
:

組
合
を
、通
じ
て
、
自
主
的
に
貌
鰂
に
參
加
す
る
方
向
が
、
領
主
に
よ
り
强
く
意
識
ざ
れ
て
來
た
。
職
業
統
制
、
出
荷
、
生
產

統
制
、：
米
價
就
制
、
貨
銀
統
制
等
多
.
;<
:

の
面
に
お
：
い

.

て
.

行

は

れ

た

も

の

で

あ

づ

，
た

が

、
；本

地

方

，に

'

お
け
る
主
要
な
も
の
の
幾
つ

「

か
に
つ
い 

て
.

t

 

察
し
よ
ぅ
。

:

'
 

:

-V
- 

-
V 

-

一
、
質
屋
渡
世
.は
、
貨
幣
經
濟
の
發
達
と
弗
に
、
幕
末
に..お
い
で
：は
、：
農
村
金
融
機
關
と
し
て
の
童
要
性
を
增
加
し
た
，

.の
み
で
な
く
、
 

犯
罪
調
査
機
關
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
，
幕
府
自
身
’と
し
て
は
' 
質

屋

渡

世#'
,

の

增

伽

を

よ

ろ

こ

ば

ぬ

こ
と
と
相
ま
っ
て
：、
質
屋
渡
世
の
.取 

締
規
定
は
'、
極
め
て
嚴
重
で
あ
つ
續
ソ
取
締
は
：

J

地
方
を 
一
a
.と
.
.し
：て：. 「

組
合」

を
形
成
し
>
•
:そ
れ
を
支
配
す
る
こ
：と.に
よ
り
行
わ
れ
. 

た
。
こ
れ
は
同
時
に
、’.組
合
が
，
質
屋
渡.世
仲
間
が
、
自
身
で
、
質
屋
渡
世
め
，不
必
要
な
る
競
爭
を
排
除
し
、
相
互
に
圓
滑
芯
質
屋
渡
世 

營
業
を
營
む
t
と
を
目
的
'と
P
て
.い
た
。.本
地
方
は
、'五
街
道
の
.

T

で
あ
'.る
中
山
^

. 

質
屋
渡
世
の
激
增
を
み.る
に
.至
つ
て
い
る
が
、
，
こ
れ
ら
は
、
關
東
筋
御
取
締
に
よ
り
把
握
さ
れ
、
大
門
宿
を
中
心
と
す
る
外

.三
十
三
ヶ
村
：
 

の
組
合
の
形
成
を
見
て
いk

l

宿
外
三
十m

ヶ
村
組
合
に
.は
、r

大
观
代」

.

が
お
か
れ
、
寄
合
に
參
集
す
る
村
落
代
表
！̂
依
り
_
 

定
せ
ら
れ
た
も
の.の
、
傳
達
、
實
施
監
督
の
任
を
果
し
て.い
た
.。:
こ
.の
質
屋
渡
世
に
關.
Vて
の
硏
策
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る.が
、
組
合 

が
仲
聞
議
定
を
隹
め
、/經
濟
統
制
，を
行
つ
，た.ー
例
と
t
v
:
'
:-

r利
S

，を
.左
記
..の
ご
と
く
決
定
し' 
不
貧
，な
競
爭
を
排
除
し
て
い
た
事
例 

ニ
を
.あ

げ

て

お

く

0
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一
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儀
者
'

堅
相
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可
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(

ム
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■
■

-

ー
質
物
渡
俾
向
め
儀
先
般
ょ
り
度
ぐ
御
觸
有
之
御
趣
意
之
趣

i

同
承
知̂

可
'

在
之
ル
得
共
尙
亦
寺
社
汁
物
農
具
部
屋
住
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無
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質
物
等
決
預

|
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五

四

(

ニ
五
ニ

)

1

金
蹵
步1

一
#

同 

ー
ー
^

娶
 

•

'
.ー
錢
寰
實
丈
ラ
付
.

:

'

'

.

'
同

三

拾

文」

 

，
'
'.
'
.
.
.
.
く
.，

.
：

-

.
右
者
今
般
諸
色
高
値
ニ
付
仲
間

I

統
相
談
之
1
取
極
外
得
共
且
亦
萬
事
下
落
仕
外
ハ
、
是
迄
通
リ
可
仕
外
：

',
.
然
上
者1
同
甲 to 
な
く
芷
路
l
i 世
.可
致 

M 事

''
'

.
-

■

•

.

:
!

.

-

.

.

月

.
：

'
;

日 

- 

仲

.間
；V.: 

.

:

,

ソ
.

/ 

' 

-

行
事

⑩

■

‘ 

.
一

.

. 

.

.

. 

■ 

- 

- 

■ 

.

ニ

、i

渡
世
に
關
す
る
統
制
と
同
様
、
大
門
宿
三
十
四
ヶ
村
に
お
い
て
行
っ
た
、
商
業
行
爲
に
關
し

.

て
の
統
制
と
し
て
、
古
鐵
、
紙
 

層
商
人
の
柠
商
、
質
集
め
に
っ
い
て
の
議
定
が
あ
っ
た
。

.

す
な
わ
ち
、
：商
人
の
荷
籠
に
は
居
所
、
，
名
前
を
木
礼
で
、
認
め
易
い
と
こ
ろ
に

 

っ
げ
る
こ.
と
、.
風
0
1
1-'
1

(

づ
-0
.

み
や
、
中
の
見
え.g

籠
を
用
ぅ
馨
は
召
捕
る
故
、
見
透
せ
る
籠
を
用
ぅ
?

-
j

と
、
道
端
に
て
古
鐵
、
古
道
 

其
類
め
質
取
り
を
行
っ
て
は
な
ら
な
.

い
.

こ
と
、>
等
を
き
め
、：
各
村
落
杏
鐵
、
'
.

紙
曆
商
行
爲
を
統
制
し
た
？

,■
.

_

、
經
濟
統
制
と
し
て
重
要
な
知
の
ば
、

r

米
價j

の

統

制
で
あ
っ
：
た

。

"

大
！
：
宿
三
十
四
ヶ
村
組
合
の
米
價
統
制
に
»

す

る「

申
渡」 

は
、
天
保
四
年(

一A

三
三
：

r

私
化
.

一.
一
年.(

一
八
四
五)
.

の
外
、.
度

々

出

さ

れ

た

。
：
弘
化
ー
一
年
に
お
い
て
，
は

-

、
特
に
不
作
で
は
な
い
の
に
、
. 

不
作
.

で
あ
る
と
申
し
、.來
年
两
午
で
あ
る
こ
と
を
因
と
し
、
米
穀

I

貝
占
を
行5

商
人
世
ハ
が
、
急
激
に
米
價
を
せ
り
上
げ
、
そ
の
結
果
、
村

 

々
の
小
前}2

姓
等
が
難
儀
を
な
し
、
人
氣
が.不
穩
に
な
っ
て
來
た̂

で
、
好
商
、
：酒
造
人
等.の
米
榖
0,

賃
占
_
等
無
き
ょ
ぅ
、組
合
ょ.り
、激 

代
、
村
役
人
ょ
り
村
民-*
般
、に
申
論
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
勺

：

天
保
四
年
の
そ
れ
は
、
不
作
の
た
め
米
慣
高
騰
し

 

>
 

困
窮
が
お
び
た
だ.. 

し
く
發
生
し
、
特
に
觀
宿
、
，無
賴
、
遊
民
等
が
宿
場
に
利
し
寄
せ
、
米
穀
高
値
で
販
賣
す
る
商

.

人

の

店

舖

を

打

ち

こ

わ

し

.、
'

(

日

靈

中

幸
 

手
痼
打
毁
騷
動)

、，
不
穏
と
な
っ
て
來
た
。

こ
：の
よ
ぅ
な
狀
难
に
對
じ
て
、

.

組
合
：は
、
.

一
方
米
穀
商
人.
に
對
.

し
て
.
、
.
米

穀

高

値

に

て

販

賣

 

し
、
：買
占
め
す
る
こ
と
の
：不
屈
な
る
こ
と
を
諭
す
.

と
共
に
、
他
方
、.打
毀
し
等
の
不
法
浪
藉
、
徒
黨
を
組
み
て
の
團
體
行
a

に
對
し

て

、 

極
度
の
.

恐
怖
を
感
じ
、.そ
の
涵1
.

を

、

前

者

以

上

に

嚴

し

く

諭

し

て

い

る

。
.

：

.

.
：

.:

.
. 

:

.

系 ^ 硬
. -i'  .... -T-'f 乂，ぐ- く'し

'

四
、
職
人i

•

間
の
統
制
は
、
.

經
濟
'

統
制
と
し
で
重
要
な
も
の
で
あ.っ.
た
。'
大
門
宿
三
十
四
ヶ
村
組
合
ぶ
行
っ
た
職
人
.手
間
に
關
す
る
議

 

定(
1^

文
政
十
三
年 <

 

1

/\

三
0

)

'

.

.

天
睬
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.
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鐵
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あ
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